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＜資料＞ 

 

飯伊婦人文庫の歩み  
－ 調 査 記 録 －  

 

吉 田 五十鈴・小 林 正 子 
久保田 雅 子・塩 沢 信 子 

 

インタビュー記録：飯伊婦人文庫の歩み 
 

はじめに 

 以下は、2006 年８月 3 日に行われた飯伊婦人文庫の方々へのインタビューの記録である。現

在は閉店している喫茶店「ベル」にて約 3 時間近くお話を伺った。参加者は以下の通りである(敬

称略)。 

 飯伊婦人文庫：吉田五十鈴・久保田雅子・塩沢信子・小林正子 

 学生：池澤奈緒・長田みずほ・玉手千尋・千田明希子・根深忠大 

 院生：榊ひとみ・杉山晋平 

 飯田市職員：木下巨一 

 教員：宮﨑隆志・武田るい子（清泉女子短大） 

 飯伊婦人文庫の方々とお会いするまでの、私たちの事情については、文末の拙文をご参照頂き

たい。そこでも言及したが、飯伊婦人文庫の活動については既に山梨あや氏が日本社会教育学会

紀要において分析されており、また当事者による分析も公刊されている。このインタビューは学

術的な意図に基づくものではないが、活動に関わって来られた方々の思いが伝わるものであると

思われたため、関係者の了解を得た上で掲載させて頂くことにした。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

宮﨑：今年のゼミでは、生活記録運動の学習をしてきました。1950 年代から 60 年代に女性たち

が生活を書くということを通して学んでゆくプロセスについて勉強してきました。今回、飯田に

うかがいましたのは、当時、下伊那から四日市に働きに行かれた女性たちが多くて、その方々生

活記録を書かれていたと知りましたので、もしも体験された方にお会いできればと思ったからで

す。そこで、木下さんに相談したのですが、よくお話を聞いてゆくうちに、それだけじゃなくて

飯伊婦人文庫という活動が 1950 何年からですか、（吉田：昭和 32 年ですね）スタートして、書
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くだけじゃなくて読むということを通して、女性たちが地域の中で自立のための学びを続けてこ

られたということがあり、なおかつ最近では、聞き書きという形でみなさんが調査されているこ

とを知りました。その取り組みも広い意味で生活を記録する、この地域で生きてきた女性たちの

生活を記録する運動だと考えているんです。そういう地道な学びを通して女性たちの自立がどん

な風に進んできているのかということについて伺いたいということでお邪魔させて頂こうと思い

立ちました。まずは飯伊婦人文庫の概要と最近の活動、特に聞き書きですが、50 年を振り返ると

いう活動をされた動機といいましょうかね、やった中で何が見えてきているのかというあたりに

ついてお話いただければと思うんですけど。 

 

吉田：趣旨がわかりました。そしたらだいたい４時ということなので２時間くらいでいいですか、

みんな夕飯がありますので、すいません。そしたら６時半頃まで。 

まず 30 分くらい私が流れっていいますかね、お話して、今ここへ来てるのは中心メンバーな

ので、みんなそれぞれ人形劇と言えば地域で忙しいものですから、今日はこれだけしか来ていま

せんが、その人たちも自立ということをみんながとらえて、婦人文庫の聞き書きをして自分の思

い、歴史を見てどう思ったかっていうことをそれぞれ語ってもらって、あと質問して頂いてやっ

てくっていうことでいいですか。 

ホントは、１週間くらい喋っても喋りきれないくらい、こんなに本作ってるわけですから。ま

ず私たちは飯伊、っていうのは飯田・下伊那の飯・伊で、婦人文庫という団体です。それで「40

年史」っていうのを 10 年位前に作ったんですけど、この飯伊婦人文庫っていうのは昭和 32 年に

できました。それで 40 年くらい経った頃に簡単に言いますと、できたときは約 7000 人の婦人が

組織されました。婦人会を基盤にして、婦人会が当時ほぼ網羅組織でしたね、そこの文化部とい

うことでやりましたので、意識的に入るか入らないかというよりは網羅組織的ですので、厳密に

ということではなくて始めてまいりまして、何しろ本を読む運動というのは、女性が指導してや

っていくということはできませんね、当時としては当然。できたときからいいますと、昭和 32

年前後といいますと、女性たちは、私たちも調べてびっくりしたんですけれど、もう戦後民主主

義というのが昭和 20 年から発達してというようなことずっと学んできてましたから、この仕事

始めてビックリしたんですが、この地方では、本を女の人、特に母親というような立場の女性た

ちが、町の人はもちろんだけど、中央・南アルプスの方に農山村があるわけですが、そこの女性

たちっていうのは、本を手にするということがほとんどできない。本があっても読んでる姿を見

て許される時代じゃなかったんですね。 

それであちこちしますが、昭和 32 年になんでこれが出来たかというと、長野県立図書館に、

叶沢清介という有名な当時の図書館人が、日本の図書館協会の仕事やってた人が、長野県の図書

館長として来て、意欲的ですね当時ね戦後の。見たところいちばん本を読まなければならない女
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性たち、特に母親たちが本を手にすることができない状況にあると。簡単な筋だけ言ってるだけ

ですけど。それではまずいなあという気持ちの中で色々考えて、長野県の主な市がありますね、

飯田市なら飯田市と下伊那郡とか、そういうところの拠点の図書館に配本所、本を配るところを

置いて、全県に配本所を置いて、飯田だと飯田市と下伊那郡の村々に向けて本を配る。それを県

の予算でやるということを考えたわけです。それで本を持ってきて配るんだけど、その本をどの

ように封建的な時代の中で女性たちに配るかということを考えた時に、叶沢清介県立図書館長は

PTA の組織を通じて、基本的には学校へ持っていって、子どもたちに本を配る、それでお母さん

に届けさせるというようなことを考えたわけですね。それで４人に一人のグループにして１回１

週間とか２週間とかで本を変えていく。先生が子どもを通して配本するということですね。そう

いうのなんか映画がありますね。記録映画。そういう姿見て泣きましたよ。子どもがお母さんた

ちが働いてるところに届けるとお母さんが喜んで、読んでる姿とかの記録映画がありました。 

ところがこの地方では７年ちょっと遅れちゃったんですね。県は昭和 25 年に発足しました。

それがここは 32 年でしょ、７年後って事になりますね。それはなぜかっていうと、県の予算で

やらないかといった時に、当時の行政の人がそういう意識がなかったものですから、飯田市の行

政の教育委員会をやってる人が、断ったわけです、そんなことはできませんって。それで７年も

遅れちゃったんですね。その７年遅れた中でいったん断るともう予算がそんなダラダラと使える

時代はだんだん終わって、難しくなって、運動しなきゃ発足できない状況になったときに、どう

したかっていうと、行政は依然としてだめだったの。そんなときに、この地方は大正時代の青年

団読書運動、大正時代ですよ、有名なんです。私たちが今あるのはそれを知ってなんですけど、

読書って何事だろう、と思っちゃったんですね。大正時代の青年たちが、自分たちが本を読みた

いって言うだけなら解るんだけど、それが集まって本を読書会と読んで、それで人々にも本を広

げたい、だから図書館づくり運動になりますね。それでどうやったかっていうと、農家の納戸み

たいなとことか納屋みたいなとことか借りて、そこへ集まってお金を庄屋さんから集めたり、大

正時代ったらすごいまだ貧しい時代ですよね。農家の長男はほとんど動けませんね。そういう人

たちが自分たちが伐採の仕事とか様々なんですがそういうこと始めて、あっという間に長野県に

400 そういうところが広まったと言われます。この地方を中心にしながらね。それでその辺が読

書運動の基盤としてこの地方にありまして、その人たちが大人になりますよね、大人っていうか

地域を担う人になって、行政に入ってきて土壌になるわけです。そういうのが色々伝わって戦後

民主主義の中でいちはやく花開いたのがやっぱり読書運動ってことで。大正時代青年団読書運動

もすごい有名で全国の研究者が資料集めに来るんですが、その次の山が昭和 30 年代青年団読書

運動っていう大山がありまして、その資料もみんな見に来るんですけど、そういう盛り上がりが

あったんです。それはやっぱり大正時代からの土壌が色々重ねられてそうなっていったという姿

があるんですが、青年たちがすごいなと思うのは、県立図書館の叶沢図書館長の仕事を知らない
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ままに、自分たちが発想して読書運動やってるわけですよ。それで自分たちがやる図書館づくり

運動って言うのも当然発展してきますね、各村々で。そういうことと同時に、自分たちで発想し

て、母親たちが大事だと思って、県立図書館とか飯田図書館からグループ貸し出し、何百冊持っ

てきて、お母さんたちに配るって仕事もやってるんですね、団体貸出し。そうすると貸し出す方

法も学ばないとできないじゃない、単なるボランティアでは。そうなると、図書館の仕事の方法

も学びに行ったりして、ついには司書資格までとっちゃった青年たちもいて、貸し出してたんで

す。それで私たちが後になって聴いた、今ボケちゃってるような 100 歳近いような先輩たちの話

の中に、三浦さんていう記録映画のモデルになったおばあさんによると、何で私が本を好きにな

ったかっていうと、自分たちが子どもの頃、奥深い山へ、青年たちが当時車もありませんよ、本

をしょってきて体育館においてくれて、それを読んだから好きになったってといわれました。だ

からそういう仕事もやってたんですね、すごいなと思うんですけど。そういう青年団読書運動が

ありまして、その中にこの度の私たちの聞き書きのひとつテーマとしてやっている、その時代の

読書会がどういう仕事やってたのかというときに、青年団が仕事と同時に自分たちが学ぶという

読書会に発展してくわけですね。それでいろんな読書会をやっていく中で、非常に矛盾が出始め

た頃で、農村では経済的な問題、機械化、三チャン農業とか色々矛盾がでてきて、どうしたらい

いかっていうのを勉強して、自分たちの生き方を勉強しなければならないっていうのが読書会の

中心になりましたね。結局どうなっていくかっていうと、東大生たちもあそこ行くと学べるって

この地方に入ってきて、どういう方向性になるかっていうと、結局当時の青年たちはみんなそう

ですけど、マルクス主義の社会科学を勉強して、農村をどうしていくか、自分たちの生活をどう

していくかを系統的に勉強しなければならないっていう読書会の傾向でやり出す。かたやそうい

う土壌のときに、県立図書館が配本グループの運動をやってるらしいって聞こえて、飯田は断っ

て穴になってる、何事だ、って青年たちがもう一回飯田へ配本運動を誘致したいって、運動を始

めたわけです。青年たちが様々に画策して、公民館長を動かしたり、行政動かしたりして、何度

も陳情するわけですが OK とれないんです、いっぺん断っているから。もうすごい予算が要るじ

ゃない、7000 人単位の女性たちに本を配るんですから。そうするとうんって言われなくて、７年

も遅れちゃったんです。最終的に、行政に有名な松澤太郎って今の人形劇が文化の街になる基盤

を作った市長が教育長として出てきまして、実現したと。涙涙の物語で最初知ったときは本当に

感動しました。それで飯伊婦人文庫も昭和３２年に始まりまして、それで 7000 人の女性に本を

配るのはなまじっかなことでできる仕事じゃないんですね。特にさっき言ったように、当時は女

性が本を読むことも許されない時代ですから。指導者がいない。そうすると、図書館が指導する

ことになります。当時色々優れてると思うのは、松澤さんが図書館職員を増やすのに青年団読書

運動した人たちをひっぱってきて、面接して職員にするんです。それで青年団だけでなくて竜丘

出身の木下右治って校長が社会教育活動をすでにやってたのが、退職されたので、飯伊婦人文庫
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に７０００人も抱えて大変だから、やりたいようにやってくれって連れてくるわけですね。後に

図書館長になった今村兼義とか斉藤俊江とか中平多徳とか青年団をやったような人を職員にして、

そういう仕事をさせたわけね。ここのやり方のどこが変っていたかっていうと、他の PTA 母親文

庫のようにただ本を渡したいっていうわけでなくて、この地方は昭和 30 年代の読書運動のるつ

ぼですから、それが知れてありとあらゆる全国の読書運動の人が寄ってくる。小笠原礼法の家元

の小笠原忠統って言う人が東大出て松本の図書館長になって、独自に始めたのは、叶沢さんは配

本だったけど、忠統さんは配本なんてだめだ、読書会運動だって。青年団の読書会運動を指導し

たのはこの人で、文学だけの読書会は昔からあったんですが、あんなのは趣味だからだめだと言

って、最初から簡単にいったわけではないけど、自分たちが生きていくのに役に立つようなこと

もしなければと言って、そのときに全ての人がやれる読書会にしなきゃならないといって、みん

なで楽しくやれる工夫をしたんだそうです。みんなで歌をうたったり、自分の意見が言えなかっ

たらえんぴつとノートを持って前の人と筆談するなどして案外開かれたそうで、大衆的に読書会

ができるような工夫をして、長野県中に読書会を広めたんですね。特に拠点になったのはやっぱ

りここです。歴史的土壌があるから。ここに花開いた。それで長野県に読書会連絡会とか色々作

ったんです。 

 そういうことで、今度は女性に戻ると、そういう人たちが女性たちを指導してくれたんですが、

本だけ配るのじゃだめだって思ったわけですね、ここの指導者たちは。そういうのがいっぱい見

えるから。だから読書会をやって、本を読むだけじゃなくて本をまず読む、それで書く。読んだ

ことを書いて記さなければと。それから話すこと。読んだことを話してコミュニケーションをと

って、世のため人のためになりながら自分のものへかえっていかなければ、という指導したんで

す。最初から読むこと・書くこと・話すことという三本柱をたてて指導したんです。すごいです

よね。木下右治先生が中心になりながらやったんですが、社会教育の天才だなあと思うくらい全

てを取り入れていて、それを松澤太郎教育長、後の市長が全面バックアップしたわけです。何や

ってもいいよ、っていうのは何やっても響き合うのがわかってたからですね。それで自由にやら

せて、その下で多くの若い職員、私たちの先輩も育った。女性たちの読書会もいっぱいできたん

です。そういう中で、読書についての文集を作り出すわけです。昭和 32 年発足してからちょっ

としてから始めて、間欠けたこともありますが、ほぼ今年で 50 年になります。読書についての

文集としては、世界調べてないけど多分ギネスもの。長野県にしかないじゃん、もともと。配本

運動が起こって 10 年くらいで指導もされたらしいけど、あっという間に読書についての文集は

なくなり、生活記録の文集になった。生活記録運動は昭和 20 年代からこの地方にはあるんだけ

ど、生活記録になっちゃって、読書についてのテーマでやったのは、飯伊婦人文庫が発足して 10

年もたたないうちに全県になくなって、ここだけになったという記録がある。団体としてやって

るとこについて読書推進協会っていうのに聞いてみたら、長野県になければないんじゃないって
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言われて。でも大事ですよね、誇りを持ちながらやるっていうのは。すごい苦労してやってて、

今の時代にこういうのをつくるのはものすごい大変なんですけど、続いてます。 

読むこと書くこと話すことを指導して、代々の図書館長に優れた人がついて、指導されてきま

したが、10 年位前から行政の方針で、図書館長が図書館人でなきゃだめだってわかってる法則な

のに、松澤さんはとっくに市長じゃなくなってるから、なんとかして合理化しようと思うわけで

すね。嘱託図書館長にしたかったのが反対にあって、行政の図書館長にして２年後に退職するよ

うな人がきて、去年なんて１年で変ったんですよ、そんな人が図書館長やれると思ってるところ

が変なんですけど、本をどう考えてるか、どうにもならない時代になって。私たち 10 年前に捨

てられちゃったみたいな形になって、何千人っていう網羅組織は、婦人会自体が壊れてますから

あっという間に壊れていって、その時は二百人位になっていました。10 年位前に将来行政からき

た人が図書館長になるってわかってたから、３年も口説かれてホントにいやだったけど、私が委

員長に据えられたんです。２年の任期なんですけど、１年やったときに、今村兼義という飯伊婦

人文庫が昭和 32 年にできたときに図書館へ職員として入館した、昭和 30 年代青年運動をやって

いた人が館長だったんですが、退職されたわけです。婦人文庫の中に自分たちで仕事をやる人は

育っていない。図書館の中で今村さんが退職してから婦人文庫を指導できる人を育てていない。

それぞれいっぱい仕事があって忙しいから。それでえらいことになったな、っていうのが見えて

困ったな、となったときに、「振り返れば未来が見える」って社会通念があるじゃん、歴史法則っ

て言いますか。歴史的にものを見ると現代、未来が見えるって。私たちの時代はいっぱい社会通

念の大事な法則が言葉としていっぱいあったんです。で、それがある日パッと浮かんで、そうだ

歴史をつくってみようと思って。でもその時婦人文庫が何にも育ってないもので、資料が何にも

ないんです。だから読むこと書くこと話すこと、で昭和 32 年発足した、しか言えないんです。

誰も何もわからない中でどうやるのってなったとき、歴史を調べてみるかってなったんです。そ

れまで今喋ったこと何にも誰も知らなかったんです。年表みたいなものかなって気楽に、難しい

かなと思いながら、司馬遼太郎が大衆的に語った本の中に、歴史なんて年表を時系列に並べてい

って、見た人が脈絡をもってどう語れるかというものだと言われていて、私たちでもできるかな、

年表調べればいいかと思ったわけ。 

でも資料がないからどう調べればいいか、推理小説みたいです。木下右治先生というひとがい

たらしいとわかって。そうだ、文集があるじゃないか、文集だけはずっと並んでいたので、文集

をみんなで読み始めたの。ところが事業は書いてないから、どういう風にしたかはわからないけ

ど、人々が最初の頃本を見てどんなに嬉しかったかということがいっぱい語られてるのね。まだ

匿名だったりするんですけど、朝早い農民なのに、さらに１時間早く起きて読んだとか、便所の

灯りで読んだとか、そういうのがあるんです。この街場でも暇があって読んでても見られたら大

変なことになるから、本を読むときには、縫い物を置いて人が来たらすぐ隠せるようにとか、も
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う 93 歳で私たちの「灯り」となっている人が実際に語ってやってくれるんです。それかみんな

が寝静まった後に、隣に舅とか姑がいるとすると、ページをめくる音が聞こえないように苦労し

たとかね。もう涙が出てきますよ。私たち 10 年前は本がもう溢れていて読まない時代だから、

いかに読んでもらうかの時代だから。本っていったい何、というのもわからない時代でしたから、

文集を元にして、各公民館の館報とかみんな集めてきて、紙に年代ごとに事件を書いて裏へ資料

を張って、それがいっぱいになったのを、司馬遼太郎のように眺めてみようって、絵に描いたよ

うな話なの。それで野間読書推進賞を受けて、読むってことは相当の何かがあるらしいとわかっ

た。婦人文庫はみんなでだから読んできた団体だとも言えるようになった。みんなとだから難し

いものを読めた。みんなとだから自分の読む範囲でないものも読めた。みんなとだから深く広く

読めた。それくらいの法則はつかめたわけ。どうも相当大事なものだということはわかったんで

すが、先達の先生方やみんなが言うのは、読書は 30 年たたないと効用が出てこないとか、肥料

であるとか、堆肥のようなものだとか、闇の森を形成するものだとか。そういうものなんだとわ

かったんですが、その程度だった。どうも大事そうだなあと。読書は趣味かそうでないかってテ

ーマがでてきたとき、以前はだめだったけれど語れるほどにはなった。社会教育委員に８年もい

て、この地方の社会教育の先生が読書運動なんてどうも腑に落ちない、納得いかない、本来、読

書なんてひとりでするものだと言われたときに何も言えなかった。その程度だったけど、大事な

ものだからどうにかみんなでやっていこうと役員はできたんですよ。ようやく何にも見えない人

たちがこれだけのものを作った。相当大事なものらしい。この運動もどうも他にはないらしい、

ここが相当大事なことやってるらしいことはつかめた。それじゃ頑張ろうと。それで役員なんか

やったことない、図書館がやってくれるお話を聞いて勉強してたような人たちが自力でやりだし

たんです。そのとき資料はないけど生きてる先輩たち、昭和 32 年頃どうだったか語れる先輩た

ちに色々お話聞いたところ、普通のおばあさんなんだけど、すごい素敵なんですよ。何事だと思

ったわけ。私なんか名古屋から来たから全部世間様で、何やっても責められて色々言われるよう

な感じなんですけど、ひとりひとり聞いてみると、素晴らしい。本を読み続けてきた人たちは、

顔は普通のおばさんだけど、すごい素敵なんです。みんなもこれは記録しておかなければって、

何で記録なんて高度なこと思ったかっていうと、女性が何か作ろうとすると、歴史館行ったり、

女性史とかほとんど読みますね。そういう中で、どうも女性というのは社会の中で記録がないん

ですね。ほんとに記録がない。そうだ、あの素敵な人たちの記録を残そうかってなったわけね。

それじゃあ 100 人くらいやるかなって、無謀だよね。人生を語るなんて 10 人くらいやればすご

いっていうのを、何も知らないもので 100 人くらいやらなきゃと思ったんですね。だってすごい

素敵な先輩多いから。だけど、聞くには自分たちが聞かれてみないとわからないなあとそこから

始めて、結局「聞き書き―女性 70 人の読書と人生」ってことで、最初は全面的に一生聞こうと

思ったけど、とんでもない、恐ろしい。人の一生聞いてたら何人かで終わっちゃう。それで読書
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と人生って私たちの団体としてはテーマ決めようかと。ひとりを年表にまとめて、ライフ･ヒスト

リーを作り、文庫の中核に関わった人はじっくりまとめようと。資料は結果的には 70 人から聞

けたんですけど、聞く中ですごいドラマが生まれた。70 人の人生を並べるとありとあらゆる法則、

大抵法則はでるんですよ。並べて見えたものを目次にして、通し文として前につけました。結果

的に良かったのは、全部の人に名前を出させたわけです。社会教育の先生たちもよく名前出しま

したねって言ったけど、当たり前のように名前を出さなきゃ、そんなもの H とか A とか書いて、

私たちがでっち上げたと思われたらどうする？という感じで。世のため人のためだから名前出さ

ないか、と。そのかわり嫌なことは出さないから。聞き書きなんていうけど初めてだから、自分

が嫁であり妻であり母であり世間の一員であり、という中で自分が主人公で聞かれたことなんて

なかったんですよ。聞かれたことで１週間眠れなくなった、ぐちゃぐちゃになっちゃって。私た

ちの言葉で言うと、自我に目覚めちゃったわけですよ。人に喋ったことのない、喋っちゃいけな

いことまでいっぱい聞ききました。だから全部は出てません。すごい色々聞きまして。一人だけ

例を出すと、つい今までいつ自殺しようと思ってたって 70 いくつになる先輩が言うんですよ。

当時農村はみんな働き手ですから、祖母が水車小屋の当番しながら子守をしていたと。ひもでし

ばって子守唄を聞かせて仕事していたわけですよ。それを思い出して語り始めたわけ。自分でそ

んな風に頭に詰まってるって知らないのに、20、30 と言い出す。そのまま言葉が頭に詰まってる

わけ。言語学の色々が全部出てくる例ばっかりなんです。最初は一緒に歌ってると思ってたけど、

違うって。お祖母さんが繰り返し言う中で言葉が脳に埋まっちゃったと。だから子どもに言語を

どう与えているか、それが脳の思考をどう形成するかっていう例にもなるよね。だから彼女は頭

が良くなったわけだ。彼女は竜丘の人だけど、竜丘村の図書館で、お父さんがいちばん本借りる

人、２番目が彼女っていうくらい本を読む人になって、そうすると頭良くなるじゃない。だけど

貧しいからいわゆる女学校に行けないわけ。そうするとものすごいものが見える中で、女学校行

けないっていうと、女学校行った人が心無く踏みつけるんですね。聞き書きする中でいっぱい例

を聞いてきましたけど、女学校行ってないなら婦人会の幹部になっても理事なんか無理って言わ

れたり、あらゆる差別を受けるもので、彼女はうんとトラウマになってずっと死にたいと思って

たって。そんな人じゃないに、明るい立派にいい仕事をして、なんだけど、心の深部ではトラウ

マが解消されなかった。私たちに今のようなことを喋って、私たちが考察をするわけじゃない、

法則を見つけるのに。その人の一生を見ると、だいたいどうなってるか見えるわけ。それを彼女

に伝えたら、初めて解放された。初めて死にたいと思わなくなったって。そんな例もありました

ね。いっぱい人には言えないようなことも語れるようになった。後には方々役に立つようになっ

て。ですから、読書だけじゃない法則も見え始めて、その中で読書に関する法則だけ集めたのが

この本です。その中で最も大事な法則は、読書が人間の根幹に関わっている、ということが完璧

に法則として、科学として見えました。それと教育心理やると、思春期までに教わったことやす
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べての経験が血や肉になるでしょ。読書も同じだということがわかりました。社会教育の先生も、

これだけ並べて見えた法則は否定できないという感じで。それから私たちは全然違いましたね。

読書の意味がわかった。読書は趣味か何か明確に答えられないなんて言わなくて良くなった。と

ころが全国では読書科学みたいな研究ってないね。ないから今のようなことを研究者が本に出し

て広めていてくれたら今のように読書が潰れないな、と思うんですが、そういう場所がないから

初めて私たちはたどり着いた。これが出てから中学の先生ですごく感応する先生が出てきて、竜

峡中学によばれて、全校生徒の前で話しに入って、感想いただくと、外には出せないって言うの

で現場に行って見せてもらって。私ちょっと英語教えたりしてて子ども知ってますが、今の子ど

もなんてほんと調子いいんですよ、二面性？大人はこの地方なんて裏と表きつく使い分けないと

こんな盆地で生きていけないからすごいんですけど。子どももそうで、大人に対する顔と本当の

顔は違うんですが、その感想は、明らかに体が動いたっていう感想です。お世辞に先生にかっこ

よく見せるっていうんじゃなくて、歪んだような字しか書けないような子どもも体から出る感想

を書いている。すごい感想は、中学生でこんな感想が書けるものだろうか、先生たちも読書はだ

めだと思い込んでるけどすごいよな、というものまで頂いて、やっぱり読書は人間の根幹に関わ

るものなんだなと。それが教育の現場でも落ちちゃってて、中学の教科書なんて漱石も鴎外もな

い、国語的に言うとゴミのような教科書ですよ。受験勉強的なね。血や肉を育てる中学・高校時

代にそんなんでどうするんだろう、というのがわかってきまして。後に彼が（木下巨一さん）PTA

会長の高陵中学によんでくれるようになって、２年続けて、同じような事態が起こるようになり

まして、それをきっかけに中学生との読書会が実現し、今高校生との読書会を月１回定期的にや

ることになりました。そこではゲーテの「ファウスト」もやるんですよ。女ってゲーテとか、ド

イツ文学好きじゃないですよ。ところが斉藤孝先生の理想の国語の教科書に出てきちゃった、し

ょうがないでやるかって感じなの。ある程度調べておかなきゃいけないじゃない、高校生とやる

ときに、ただ読んで感覚的にやるだけじゃ読書会ってだめですから。長年の友達関係の読書会な

らただ輪読するだけでもいいんですよ。でも勝負かけなきゃいけないじゃない高校生とだから。

それで勉強して臨む中で、私たちも開かれた。まず学んだ。高校生たちからどれだけ学んだか。

何でって、ゲーテなんて時空超えるじゃない？私たちは読んで意味を理解できる文学じゃないと

嫌なの。マンガ読んでないしファンタジー読んでないし時空超えれないもん、頭が。ところがゲ

ーテのファウストなんてギリシャ神話から聖書から天使から天行ったり地獄行ったりしてるから

嫌だなぁと思って。でも世界で一番の文学で言葉だって言われて、やらなきゃと思ってるうちに

いちばん最初に開けたのは子どもたちだった。子どもたちが目をうっとりさせて読み出したら私

たちだって、くそ！と思ってしょうがないから全部やるけど、全然感動しない。前の委員長の毛

利さんは典型だけど、「くそ！と思って２度読んだけど２度読んだって感動しん！」って、高校生

を見てこっちまで開かれるんですよ。高校生が感動しちゃって、小西悟さんって人が、ゲーテの
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本、１万円近くする分厚い本を高校生が「触らせて～」ってね、教育次第でああなるんですよ。

それを高校生が二人読みました。文庫本はみんな読んでるんですよ。私たちおばさんたちもチク

ショウめ～、って感じで３度くらい読んでようやく感動するようになりましたが。「理想の国語の

教科書」では１回分出てくるんですが、何ヶ月もゲーテに囚われちゃって、シェイクスピアも囚

われちゃって、一応「理想の国語の教科書」が終わったらゲーテの「ファウスト」もしこしこと

読み合おうね、ってことになってるんですが、卒業しちゃうものでだめですが、夏休み帰ってき

たらやるって感じになってます。 

で、次が聞き書き。何をやってるかっていうと、最後の仕事として、この地方しかない土壌、

この地方だから私たちが歴史的に見たから今のように普通のおばさんが、来た先生とかみんなが

失礼なのよ、「普通のおばさんだら？普通のおばさんだら？」って何べんも言うんですよ。そうで

すよ、って。これだけものを見れて、これだけ発展して、これだけの仕事って、どういう人がや

るんだろうって思うじゃない。これだけするためには司馬遷の「史記」を読んだり、フロイトの

精神分析を読んだり、精神分析のやり方を覚えないと、聞き書きできないんですよ。やっても見

えないから。そしたらみんな喜んで、子どもたちにも威張って電話で話したらどえりゃーびっく

りされたとか、けっこうそれだけでみんな生きがいになったり。難しい本も色々読みながら「つ

ながり」をやりました。これもみんなとだから読めるし、未来につなぐ土壌をつくるためみんな

でやってるから、相当な頭になってくるじゃん。どういう頭かって言うと、ものを語れる頭じゃ

なくてものが見えるようになる。だからホントに失礼だけど、あまりの感動で普通のおばさんだ

ら？って何回も言うんですよ。そこに現われるように誰でもそうしていけばものが見えるように

なって世の中よくなるかな、ということにつながるんですけど。さっき言ってた女の人がどのよ

うに自立してくるかというときに、昭和３０年代に、松澤太郎さんや木下右治先生たちが女性た

ちをどのように指導したか、ということなんですよ。見えないものを見る、事実を限りなく事実

としてみる、そのために本を読むんだよ。そうすると世の中をよくするための社会の活動ができ

るし、生きることもできる。だから死ぬまで本を読み続けるんだよと。まとめるとそういうこと

をよく文集見ると書いてある。私たちも直接今村兼義さんから言われましたけれど、そうやって

引っ張ってこられて、おかげさまでこういう仕事までできるようになって。そういう土壌がある

からですね、どうもね。 

今は最後の仕事として、高校生との読書会でびっくりしたわけ、腰が抜けちゃった。高校生が

あんな風になるって。そうすると、20 代も 30 代も 40 代も 50 代も 60 代も 70 代もいるから、そ

んなに大勢は来れないですね。最初は来たんですけど、やっぱり難しいことはやってないけど、

本質的には難しい。自分を変えていかなければならないので。それでそんなに多くはないですが、

だいたい年代を網羅した人が来て、変ってくじゃない。それを見て、読書会って何だろうってい

うことを強く強く思いました。いちばん最初に思ったのが飯伊婦人文庫 40 年史をつくるときに、
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さっき言った大正時代青年たちが運動したことを知ってね、読書って何者か、読書会って何、読

書会やったから自分たちが読むだけじゃなくて人々にも本がいるっていうことが生まれたわけじ

ゃない？だから読書会って何事なんだろう、っていうのはずっと問題意識だったんです。どうも

読書って言うのは相当のことがあるなっていうのは大正時代から、それで高校生との感動的な

日々からもそう思いまして、いっぺんこの地方しかないだろうからまとめてみるかって。去年ま

ずこの地方の読書会を調べたところ、読書会はまだ 60 あります。その中の主なものを聞き書き

してまとめてみるかなと思ったわけ。そんなに難しいことはできないから、読書会ってどういう

歴史なの、どういうとこなの、ということを聞いてまとめてみようかなと去年から。これもまた、

人を聞いたときも腰が抜けましたが、読書会もある程度舐めてた、ステレオタイプに思ってるじ

ゃない、読書会ってある程度の。 ぜんっぜん違います。声がひっくり返るほどですけど、考えて

みれば、こないだみんなでまとめたんだけど、つながりやったときに、人はひとりとして同じ人

はいない。百人百様って社会通念があるじゃない、社会通念っていうのはホントに人間の大事な

法則を言うんだなと思いました。ホントに百人百様、ひとりとして同じ者がない、人はすごいも

のだとわかったんですね。そうすると、ひとりとして同じ者でない人間が集まって読書会やるわ

けじゃない。で、読書は人間の根幹に関わる。そういうものをやるわけじゃない、一つのグルー

プで。そりゃあ、同じものができるわけないよね、ってこないだ結論付けたんですけど。いつも

わかっちゃえばもう、何かたいしたことないような、読書だってそうじゃん、考えてみれば人間

の根幹に関わるなんて当たり前じゃん。言語が発することから考えればそうじゃない？言語が発

して思考になって、何々…って考えれば当たり前じゃない、脳科学とかそっちからせまれば当た

り前のようなことが、ちゃんと読書、って出てないから、やってみれば当たり前のことだけど、

調べてわかった。読書会だってやってみれば当たり前だけど、私はステレオタイプに思ってた。

それが、すごいです。今それをまとめつつあります。聞き書き 30 くらいの読書会をしてきて、

ほぼ目次、つまり法則になりますね、を立ててきて、今の段階で。まとめに入るといっぱい法則

が出てくると思いますが。来年の３月までに原稿をあげて、今頃までには飯伊婦人文庫 50 年に

なりますので、50 周年記念と出版記念と合わせてやりたいなと思って、一生懸命頑張っています。 

何でこんな仕事ができるかって言うと、やっぱり感動するからですね。ホントに人ってすごい

な、本ってすごいな、その掛け合わさったものはすごいなと思うから、「つながり」の時からこの

10 年でこの３冊っていうのは実は恐ろしい仕事だって言われます。私たちも恐ろしいことやった

な、と思いますが、時との戦いじゃない。相手が 90 過ぎた先輩が５人ばかりいます。すごいで

す。すごい。老人学的にも言えますけど、80、90 過ぎたらおばあちゃん、っていう感じと思うじ

ゃない、それで私たちの知らないこと知ってるわ、って思うじゃない？違います。私たちも 90

くらいになったらあのくらいになれるかしら、という、ものの見方、人間のふくらみ方。すごい

ですよ。汚くなる、物忘れ、集中力がなくなるそういうのは人間だからありますが、今老人脳科
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学でも辿りついてるけど、現場にいるんですよ。そういう人たちがいるから急ぐんですよ。自分

たちもやっぱり年でしょ。私も脳梗塞で死ぬ死ぬ言われて 10 年くらい生きてる人なので、みん

な何か抱えてやる側も相手側も時との争いなんです。90 超えた人たちがやってる読書会も実はい

っぱいあるんです。語ると長くなるから、また本ができたら是非買ってください。お金がないも

ので、予算もなかなかつかないもので。前の図書館長が感動して、図書館の事業をのばして、市

から出ないけど、60 万円予算つけてくれて、歴史研究所からも 10 万とか、前の図書館の係長も

辞めるときに 10 万くださったり、こないだは細井さんっていう 93 歳の先輩も頑張ってくれ、っ

て 10 万くれました。そうやって 100 万になるけど、100 万じゃ 2500 円で売れないから。本作る

のに４、５千円かかるけどそれじゃ普及しませんから。私たちも全部手弁当ですから。そういう

仕事やってます。だから１週間語っても語りきれない。人と読書会があって、自分たちの成長も

いちばんあるでしょ。それで今の婦人文庫もあるから。こんなことでは足りないと思いますが…

また来てください。あとは一人ずつ。30 分っていうのにえらい時間だ。そしたら今先輩から、塩

沢さんは副委員長ですが、３つの本に関わった人です。婦人会の丸山ってとこの文化部として婦

人文庫へぽっと出てきて私、ってものと出会っちゃって、今村館長がいないときなんで、えらい

目に最初はあって。こんなことさせられて、今はどう思ってるかってことから言ってください。 

 

塩沢：それは大変なことだね。婦人文庫は発足当時の母体を婦人会においたため、婦人会の文化

部になると何も知らない人達でも、婦人文庫の運営委員となり、一緒に運営する形をとっていた

のです。婦人会の文化部となり何も知らない私が運営委員になったのは平成３年です。ちょうど

その２年後ですか、婦人文庫の歴史を知らなきゃ何もできない。40 年史を作ろう。婦人文庫がど

んな歩みをしてきたか、歴史はどうだったか、調べようという案が委員長から出たんです。じゃ

あ調べようかってことで、婦人会が発足した当時（吉田：昭和 20 年代ね）婦人会の中島千代さ

んが、エンピツを持つ女にしたいってことで、雑記、さっき先生がおっしゃった生活文を書いた

文集を各村ごとに発行していてほとんどの村が持ってた。（吉田：生活記録集ね）各村で生活様式

が変わっていくなかで、生活記録集の発行が困難になり、婦人文庫の会員で発行している『読書

についての文集』に繋がっていったんです。これらの本を参考にして調べていったのです。図書

館大会はどうやっていたとか、どうゆう風にしていたとか。女の人たちが本を読むのは酷だとさ

れていた時代でしたが、回ってくる本だと、公に読んでいても何も言われない。ご主人も本が回

ってきたから読めよ、と助言してくれるようになって、読書ができることを非常にありがたい、

と婦人たちが感じるようになったと、文集１号・２号ってところに書かれていたんです。ああこ

んなに苦労して本を読んでたんだ、私たちが育つ時には戦後の本がない時期で、国語の先生たち

が本を読め、って薦めてくれて、村では本を買えなかった時代に、先生の本を持ってきて図書館

に置いてくれて、その本を読ませてもらってた。それで私たちが本を好きになって育ってきた。
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今みたいに溢れてないものですから。その時代に育ったお母さんたちは、苦労して本読んでいた、

ってことがわかった。その次に「つながり」でどうして本が好きになったか？という 70 人に聞

いた法則の中で、生まれながらにしてお母さんが語りかける。それこそお祭りの話だとか、ヒモ

でつながれて民話を聞いたりわらべ歌を歌ったりとか、物心がつく前から話してくれた、それが

みんな源流になってたね。「三つ子の魂百まで」の言葉そのものを実感として捉えた。 

 

吉田：塩沢さんがどういう風に婦人会から出てきて、３冊の本からどう成長したかとか、女性の

成長を聞いたとかいう話もしてみたら？ 

 

塩沢：次に読書会。読書会っていうのも、飯伊婦人文庫を指導してくれた先生が良かったってこ

とかな。木下右治先生にしろ、池田寿一先生にしろ、とにかく文学的な先生がいらっしゃって、

みんな読書会をするんだったら、その先生が指導して始めてくれるっていう土壌があった。ので

素晴らしいなって。婦人会から来て、とにかく自分の好きじゃない分野の本が読めるわけですよ

ね。これをやるからこの系統だてた本を読もうって。今つくづく考えてみると、今年河合隼雄さ

んを呼ぶんですよ、図書館まつりで。それで河合隼雄さんの話を聞くのに、ユングだとか、それ

こそ精神学的なことを河合隼雄さんはかなり言ってるんですよね、本読むと。それが私たちが「つ

ながり」とか 40 年史作るときに、精神分析でフロイトとかユングとか史記だとか、いろいろ読

んできたのが今になって役に立って、あ、河合さんが言ってることはユングではこう言ってたね、

とかそういうことも勉強させてくれてて、大変喜んでいます。 

 

吉田：彼女の成長を見ていると可愛いなと思う。どういうとこが可愛いかっていうと、婦人文庫

やってる人は赤い人だと思ってたって。何で？っていうと、こういう本はあからさまな真実を追

究してるじゃん。今はそうじゃないってわかってきたわけだけど。あからさまな真実は赤いって

思ってたと。彼女はすべて心を開いてくれて。最初思ってるときはいわないけど、婦人会だけの

ところにいたときはそういう風に見ていたの、婦人会の中ではかなり優れた人なんだけど、婦人

文庫のような仕事をするということが、一人の人のものの見方をどう変えていくかという典型で

すね。 

 

久保田：はじめまして、久保田と申します。婦人文庫の歴史など、委員長・塩沢さんのお話しさ

れたことと重ならないように、私は何故婦人文庫に入会したかということをお話し致します。 

お二人がお話ししました『40 年史』は、私はまだ入会していませんでしたので、買うようにいわ

れまして、買って読みました。そこに木下右治先生の戦後すぐですよね、この戦争をくぐり抜け

てきて、女の人も、もっと本を読んで、真実を見抜く力をつけなくてはいけないというようなこ
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とが書いてあったんです。その一文を見て、あー本当にそうだ、何年経っても、そういう真実と

いうものは変わるものではないし、自分たちが心して生きていかなくてはならないということを、

この『40 年史』は言っているなということで、入会しました。それと、もう一つきっかけがあり

まして、長野県 PTA 母親文庫の会が諏訪にありまして、そこで堀井正子先生の講演を聞き、井上

靖著『氷壁』だったんですが、この小説は余り興味がなく、軽い気持ちで参加したのですが、こ

の小説がどういう過程で作られたのかお話し聞いて、文学の見方をガーンと頭を打たれたように

変えられました。この二つのことがキッカケで入会しました。 

 『つながり』の編纂の中で、人は百人百様、一人一人が本当に素晴らしいライフ・ヒストリー

を持っていることがわかり、聞き書きさせて頂きながら、先輩の方々に対しまして、尊敬の念で

一杯でした。入会して間もなくでしたが、本当に皆様から多くのことを教えられました。 

久保田：この文集についてですが、一応編集長をやっておりますので、今年３年目になりますが、

文集についても話すようにということですので、お話しします。生活雑記のことは、さっき先生

のお話しにありましたように、「生活雑記の文集」は、他にもあるそうなんですが、読書について

まとめた文集は、ほとんど日本に無いんじゃないか。さっき委員長が言いましたように、ギネス

ものではないかっていわれているんです。それで私もほんと力の無いものが必死に会員の皆様と

共につくっているのですが、もし、皆さんがこういうものを他につくつているっていうことを、

お聞きすることがありましたら、また、是非勉強になりますので教えて頂ければと思います。（私

の持っている）これは、44 号で、今 45 号の構成を作り、そろそろ開始するところです。役員会、

運営委員会で話し合いながらやっています。原稿を集めることは本当に大変な時代になりました。

先程、委員長が話しました、この 44 号に「高校生との読書会」に参加して、どういう思いを抱

いたか、５名（男子２名・女子３名）の高校生の文が載っています。是非とも読んで頂ければ嬉

しく思います。 

 

吉田：お土産に渡します。あまってるから。 

 

久保田：お金はほしいところなんですけど、学生さんということで。 

 

宮﨑：どこに配布しているんですか。どういうふうに販売しているんですか。どういった方が手

にするんですか。 

 

吉田：販売っていうか手売り。 
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宮﨑：「つながり」だけで。 

 

久保田：はい。広告もね。 

 

吉田：広告何十万だっけ。30 万くらい集めるんです、これで。それで 1100 円にして、２千いく

らの 1100 円にして、千円だったんですけど百円上げにゃあ、なんともならなくて、みみっちい

んだが、賛同して、ほんとにねぇ、広告取りに行っても、こころよくいただいてねぇ、私もほん

と感動しています。 

吉田：こういう仕事やるようになって、広告が取りやすくなった。それと広告の意味をみんなで

話し合った。先輩達が「ほんとやになった、広告取りが、一番辛かった」って言うんですね、ず

っと広告つけてきたから何十年も。だけど私達広告取る意味はって話し合って、やっぱり２千い

くらのものを 1100 円で、多くの人に読んでいただくということが大事で、文化のために、取る

んだということをお話しながら、取るには、私達が知ちゃんといい仕事してないとだめだから、

そうするとおのずと、こう伝わるじゃない。だから自然、割合辛くなくて取れるようにこのごろ

ね、それとあの、辛いところは、ま、辛いところはこの時代、いわゆる昔のいう辛さがあるとこ

ろ。だからなるべく一人で行かないで、何人かで行くとか、そういうことをしています。それで、

この時代 30 万ったらすごいな。 

 

久保田：ありがたいですね、本当に。 

 

吉田：そういうのをみんなで、運営委員のみんなでやって、やります。で、書くっていうことで

は、池田という先生が、図書館長になったときに、あの、書くとね、読むって書くことで完結す

るんだと、だからもうどんなことでも書けって、そうするとまた書いたことによって、何年か後

に百花繚乱と咲き乱れるだろうって書いてあるんですよ。本当にねえ、あの 40 年史のとき、百

花繚乱と咲き乱れたと、文集があったから、こんなふうに花開いて、っていうそういう法則をみ

んなでね、自分達のものにしとるわけ。だから文集にあの大事な書く、みんな書こう、ね、って

言って。だってほっときゃあ家でね、書くことなんか、だからその、世のため人のためなんだっ

て、それがこの 40 年史につながりを作り、こうなったんだから、意味をすごい、もうね、暗記

させても、編集長にもね代々言って、それで運営委員に頑張って、最初はね事業の記録もね一生

懸命載せるようにしたの。40 年史もね困ったの。で、事業の記録はさ、いろいろブーイングもあ

ってね、なんとか言われたんだけど、その時も一生懸命根気に根気に何年も何年も意味を説いて

ね、するようにしていかないと、女の歴史ってものは消えるしかないんだから、事業の記録は載

せること大事っていって、今、あんまりブーイングが、時々それでも出るけど、新しく運営委員
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になったような人が、「売りにくい」とか言って。だけどこれは機関誌だから、いわゆる冊子じゃ

ないから、売りやすい売りにくいっていうよりも、意味で人々に伝えていかないと、どうせ売れ

るものじゃないんだから、って言って、今だいたいそれでオッケーだよね。だから常に意味、意

味を押さえながら、それでみんなで、それをすることが続いてきたと思います。ただ、やれやれ

って言ったってね、それをやっぱり 40 年史、つながりっていうものに結実したことでまた法則

というか、意味というか、それがわかるので、それでみんなで確認しながら、そうするとその意

味が自分の生きる考えのもとにもなるじゃない。今のように「書く」ということの意味、「記録」

というものの意味、「歴史」というものの意味、というようなことがね、それで、読んだものを書

くことで完結するってほんとだなぁって。ほんとっていうか、残る。自分としても残る。で、今

度は世の中的にも残る。だいたい今そんなことしてますね。あとで、一冊ずつちょっと残ってる

ものですから、あの印刷所がね、サービスで百冊くらいくれる。ほんとは、うんとそこで儲かる

んだけど、そう売れるもんじゃないもんで、最後に困っちゃうんですが。 

 じゃあ、最後に小林さんて、今のね、この読書会の聞き書きの事務局長をやっていただいて、

新しいんですけど、それで、本作るって編集長になりました。 

 

小林：私は、飯田の隣の高森町から来ています。ほんとにお二人とは全然違って昨年から飯田の

ほうへ来るようになったものですから、さきほどの婦人会の方の体験とか、それから婦人文庫の

ことも全然わからない状態で、なんか変なことばっかり言うものですから、たぶんみなさんの顰

蹙を買ってるようなところが多いんじゃないかなと思っています。それで、今年、読書会の聞き

書きということで、私はどっちかっていうと、書くこと、書くことといってもほんとにたいした

ものじゃないんですけど、書くほうをやってたものですから、読むのも書くために読んでたって

いうのがありまして、読書会を聞き書きするということで、個人的にもすごく興味がありました

ものですから、やらせていただくようになりました。それであの、読書会にあちこち入らせてい

ただいたんですけど、さきほど委員長が言いましたように、その都度感動、感動して、帰ってま

いりました。それで、明日の夜、急に聞き書きに入ることに決まりまして、その読書会は昭和３

８年に始まっていますので、ちょうど 44 年に今年なるんですが、「７月で終わりにしました」っ

ておっしゃるんですね。せっかくだから、ちょっと聞き書きさせてくださいっていうことで、お

願いしましたら、みなさんを集めてくださって、急遽するってことになったんですけど、そこの

おばあちゃんが今朝、電話くださいまして。「私は読書会で人間にしてもらいました」って言われ

たものですから、私びっくりしてしまって、それが本当に、あっさりその言葉がぽんと出てくる

んですね。読書会ってそういうものなんだ、読むと書くっていうことは違うものなんだ、ってい

うことを改めて、思い知らされました。で、明日は委員長をはじめみなさんに一緒に行っていた

だいて、それから高森町も今読書について、積極的に読書を勧めるということがあまりないもの
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ですから、できるだけ図書館が働きかけて、読書会を勧めるとか、そういうことをしていただき

たいなと思って、図書館の職員の方にも「せっかくだから行きません？」というお話をしまして、

行っていただくようにしました。そんな風にしてあまり話すことはありませんが。 

 

吉田：そんなことで新しい方も国家公務員で退職されて、やっていただいて、実務的にエキスパ

ートだった。 

 今こういうふうに、いろんな人が婦人会の文化部的な要素はほとんどありません。一生独身で

看護婦さんで働いている人がいたり、いろんな方がいます。今の市長さんの娘さんも、いろいろ

ね、もうありとあらゆる、ほんと感動的なことがあってね、さっきの「ファウスト」の中で、そ

のときに、おなかに赤ちゃんがおる人が来たわけですよ。で、「ファウスト」って、言語の最も優

れたものって世界で言われています。それで、市長さんちが世界銀行におって、ドイツにもおっ

たんですね。ですからその娘さん、高校行っている娘さんはドイツ語が読めるわけ。それで、原

語の部分を読んでくれたというわけ。そしたら、原語を読むときだけその赤ちゃんが、足をけん

けん蹴るんだって。それで、訳したものの時には蹴らんちゅうの。笑ったなぁ、あれには。だか

ら、言語っていうものは、あのなんだっけ、チョムスキーっていう人、もう一つの一派と、昔か

らあるのと、後に影響受けるっていうのと、あるのの、いい例じゃない？そのリズムなのかなぁ？

とかさ、すごいおもしろいの。それで、たとえばシェークスピアも言葉の魔術師って言われてる

じゃない、で、シェークスピアやってるときに、子どもを二人連れてきた人がおったわけ。そし

たら、その二人の子どもは小さい子と、これくらいとこれくらいの子がうろうろうろうろしてる

の。で、みんなで順番に読みあってるじゃん。そのうちにこうやって座っちゃって、気がついた

ら。こうやって聞いてるんですよ。だから、その、なんていうのかな、やっぱり言葉のすごさっ

て言われてるものって、そういう意味。シェークスピアは日本語でもあんな風に伝わるのかな、

とかさ。その、「ファウスト」の場合は、赤ちゃんが蹴るっていうのは、すごい。それでね、転勤

してっちゃったんですが、転勤する時に、その、「ファウスト坊や」って言って、名づけてさ、坊

やが出てきて、ぜひ委員長に見せていきたいって、転勤する、もう行く出発のときに寄ってくれ

て、写真撮ったもんな。あの、ファウスト坊やの写真。蹴ったファウスト坊やの写真。何べんも

試してみたの。そしたらほんとに蹴って、日本語になると蹴らないんですよ。例えばそういうよ

うな話から、ありとあらゆる、やっぱり言葉とか思考でしょ、読書って、生き方を扱うものだか

ら。そうなると、一週間って言ったけど、一年くらいしゃべり続けられるよ、私、とか言って。

ほんとは無口な人なんだけど、って言うと誰も信用しないんだけど、だってしゃべらないと伝わ

らないから、どのようにして、しゃべって伝えるかっていうことを結構すごい勉強したわけ。だ

って主婦の普通の人たちに、一緒にこういう仕事やるためには、こういうことだって固めては、

みんなの共通見解にするためには、ものすごいむずかしい。ほんとは無口で、引っ込み思案なん
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だけど、ほんとにうちの人知ってるけど。そういう引きこもりの人が、やっぱりしゃべらないと

伝わらない中で、訓練されてきて、伝わる。委員長が解説してくれて、ようやくわかったって言

って、運営委員会でも難しい先生の話聞いた後に、みんなが言ってくれるようになって。ところ

が最初に、今これ重要なことなんですけど、運営委員にぽんと入ってくるでしょ、そうすると、

みんな嫌になるんです、胸が苦しいって。もうね、委員長の吉田節が気持ち悪いって言うんです。

なぜかっていうと、真実を追究している、それで、誰にでもわかる言葉を追求して、固めて言う

ようにしとると、世間ではそんなことの中には生きてないから、こうなんていうか、辛すぎる、

痛すぎる、っていうの。みんなの法則、私だんだんわかってきたから落ち着いてるけど、最初、

困ったなぁ、あんなすごい人があんなこと言ってるってこういう感じで、で、見てると、人によ

ってはもう、あっというまに、婦人文庫でなければ生きていけないっていう人から、それから３

年くらいかかった人もいる。そうやって治まっていくの。だから、読書って何っていうことです

よね。あの、思想信条、趣味思考、全部超えたもので一緒にやっていくのが、本のグループでし

ょ。読書会っていうと趣味思考でやれるけど、もう一つ言っておくとこの地区で源氏物語の読書

会が一番多いんです。たぶん十ぐらいあると思います。まだ今私達つかんでるのは六つですけど、

十くらいあると思います。それは何だろうって言うことになりますけど、そういうのは、源氏や

りたいから、行くわけじゃん。だけど、婦人文庫みたいのとか図書館の運動っていうと、全部超

えた本っていうことで集まるわけでしょ。この難しさが今長野県下にこういうグループなくなっ

ちゃっている原因だと思います。だから私達こういう仕事やったから、残ってる。今度は逆にひ

ろめていかないと、もう難しいんですよ、実は。読書ってどういものかっていう研究機関もない

し、ないから意味がわからない。そうすると、私達のグループは、まず思想で言いますと、共産

党の議員から、今民主党だけどまあ言ってみれば保守党の後援会の一番の婦人後援の責任者から、

社会党の後援会の責任者もいるんですよ、そういう人から、だから、例えば私の場合は、どうい

う社会的な政治的考えを持つかっていうのは若い頃は左翼的に誰でも思うけど、今どうしていい

かわからないっていう試行錯誤で苦しんでいるとき。そういう人からありとあらゆる人がいる。

で、今度は宗教。宗教は、お寺の大黒様から、大黒様ってわかる？あの大きい黒の様っていうん

ですけど、お寺の奥さんのこと大黒様っていうんですけど、あら、木下さんからもう死語なの、

もう！！大黒様って、まあ！読書会っていうのも、言っときますけど、読書会って死語ですよ、

若い人に。みなさん、知ってた？ 

 

宮﨑：授業で松川の読書会を取り上げたので。 

 

吉田：ああ、それで知っとる？だって、信金へね、この編纂の仕事の通帳つくりに行ったんです、

信用金庫へ。そしたら、30 前後の若い人じゃないよ、まぁ私達にしたら若いけど、聡明そうな女
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の人が、読書会編纂何々って項目立てたら、今銀行っていろいろ難しいらしくて調べとかにゃな

らんくて、「読書会っていうものは、どのようなものでしょうか」って言うもんで、腰が抜けちゃ

って、もうやたらただ手続きに行ったのに、そんなところで説明しなきゃならんさ。それで、大

騒ぎで帰ってきて言ったの。そしたら 40 代の若い、私達には若い副委員長が、「委員長言ったで

しょ、読書会なんて死語だって！」って言われまして、へぇ！ってなりましたけど。大黒様も、

便所も死語ですけど。 

 そういうわけで、宗教のほうも、キリスト教からね、もうありとあらゆる人がいます。そうい

うのを超えてこういう仕事をやっているっていうということは、そういうことをきちっとこちら

がつかまないと。つかんだからやれるんですね、今は。最初はわかんないよ、最初はもうふにゃ

ーっとして、何か趣味的かなぁって私もそんな風に思っていたんですが、どうもそうじゃないっ

ていうのがわかって、つかんだから、気をつけるじゃない。偏向しないっていうか、真理を追究

することって、実は難しいもの、大事なものであり、難しいものであるということがわかります。

で、たまたま一年前の１月、夫が末期の肺がんでね、今だからここ仕事やってないんです。今日

ね来たら、煤が入っているような、一応皆さん来たら悪いと思って拭いていたんですが、その時

に婦人文庫のみなさんが、いろいろね、拝んでくれたんだって。キリスト教では、病気が治るっ

ていう祈りがあるんだって。そこへ名前を入れると、ある日突然元気よくなる、毎日般若心経を

唱えたりだとか、ある人は創価学会で南妙法蓮華教を唱えたりだとか言って、もうこうやって言

ってくれるんです。ありがたいけど、神と仏と争って治らなかったらどうしようと思ったけど、

あんな元気になりましたけど、おかげさまで。そういう笑い話が出るくらい、ありとあらゆる人

がまとまって、本ということで一生懸命やれるように、そのためには本というものが、読書って

なにかなっていうものが、この仕事で辿りついたからやれるのかなって思ってます。だから、長

野県でももうほとんどなくなっちゃいました、こういう団体。PTA 母親文庫って配本やるグルー

プももうつぶれちゃってまして、それで、ほとんど読み聞かせグループになっちゃってるの。で、

読み聞かせはいいけど、自分たちの読書はどうなの？って言いたいわけ。自分達の読書って死ぬ

まででしょ？それをやりながら、何をメッセージとして伝えていくかってことがなければ、それ

があったから、中学行ったときもみなさんが開いてくださったし、だから、何々して“あげる”っ

て感じじゃない？今あの読み聞かせ。だから、読み聞かせする人たちも自分のために読書して、

永遠だから、辿りついた中でいいけど、自分は何を伝えたいのかって心に持ちながら読まないと、

だめだと思うんですが、そんなこと言ったら袋叩きにあいそうだから、言わないけど。だからで

も、みんな辿りついてるんです、その読み聞かせっていうのに対してね。そこまでやって、やっ

とるところないの、技術論になっちゃって、今はもう、読書推進協議会、読進協ってあるじゃな

い、私達が賞とった。あの通知見とっても、ほとんど、読み聞かせのグループばっかりですよ。

こういう読書のものはない。つぶれてきちゃってるんですよね。学校の教育でつぶれとるから、
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読書がつぶれとる。そうすると、今あまりにつぶれちゃってるので、大学の先生や私達が今、河

合隼雄さんから、あの、有名な人たちを毎年図書館祭りで呼ぶんですよね。そうすると、みんな

言うのが、大学へ、みなさんは読んでると思うけど、大学へ来るのに受験なんかせんでもいい、

本だけ読める子どもを作って大学へ送り込んでくれないと、読み取れんって言うんですよ。去年

は、藤原正彦さん、数学者。数学だって読書だと。それで、読書しないもんで数学の設問も読み

取れんのだって。数学も想像力なのに、本読んでこないから、もうどうにも、あの人お茶の水で

すけど、すごい静かな人ですけども、どうにもならないって言うんです。みんな来る先生、来る

先生そういう話。ですからみなさんはそんなことありませんね。 

あとちょっと質問聞いて、はい。 

 

宮﨑：もうちょっとだけいいですか。感想と質問を学生のほうからそれぞれ時間いただいて言わ

せていただきたいと思うんですけれども、その前に一点だけね、私のほうから。同じ内容なんで

すけれどもね、読書会運動をやっていた人たち、苦労して本を読んだ今の高齢者の人たちは、本

を読んで学ぶっていうことと、その後の生き方、農村の主婦として生きるっていう、そことはど

んな風にして結びついていったのか。学ぶことと生きること、その後の人生がどんな風に結びつ

いていったのか、たぶんその聞き書きの資料を拝見すればわかるんでしょうけれども、そのこと

が一つ、どんなふうにみなさん感じておられるかっていうことです。それはたぶん、みなさんに

も同じことが言えて、聞き書きをするなかで、いろんな人たちの人生に触れて、あるいは読書を

するなかでいろんな人生に触れて、生き方を考えるっていうことをまさにやっていらっしゃると

思うんだけれども、そのことと、自分が今あるいはこれからどうやって生きるのかっていう、そ

この現実のこの飯田の世界のなかで、飯伊地区のなかで生きていくってことがどんなふうに結び

ついていくのか、そのあたりについて、もう少し簡単に補足していただければと思うんですけれ

ども。 

 

吉田：簡単に言うと、ものの考え方が、見えないものが見えるっていうことは、事実をひとつね、

たとえば、一つの事実があるとするじゃない。結構婦人文庫の中にもそういう人がおるから、い

ろんな揉め事とか、図書館祭りの仕事なんてやると、婦人文庫じゃない人達と一緒にやりますよ

ね、いろいろ。そうすると、やっぱりね、一つの事実を捉えるのに、ありとあらゆる考え方があ

って、なかなかうまくいかないんですよ。今言うように読書っていうと、簡単そうなんだけど、

そういう人たちが集まったところだから、実はすっごく難しいんですね。そうすると、一つに事

実を私達は当たり前だと思う事実が、勉強していないとその事実まで辿りつけないわけですね。

そうすると、もう自分達はわかってると思って、固まっちゃってるから、他の団体の人たちは。

そうするともう、ほとんどうまくいかなくて、すごい苦しんでいるんですけど、その図書館運動
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の仕事までも私達を中心になってやって、他の団体もまとめたんですが、ある程度まできて一歩

進めるときにものすごい苦しんでいるんですね。そこで見えるのは、私達は一応婦人文庫の人た

ちの中核は、最初からそうじゃないんですよ、今はほぼ一致して、一つのことが見れるようにな

るわけね、図書館運動の捉え方も。で、他の団体の人見ると、捉えられないっていうのを見たと

きに、普通の、それこそ普通のおばさんたちが（ここで録音が中断している）。 

 

杉山：杉山と申します。３年生じゃなくて大学院生なんですけれども。えっともう、胸いっぱい

でですね。高校生のお話で一点伺いたいというか、すごい大事だなというふうに思いながら聞い

ていた点があるんですけれども、まず一つ質問なんですけれども、高校生たちと一緒にやること

になったっていうのは、みなさんの方から高校生に働きかけたのか、それとも、別の何らかの手

段だったのか。 

 

吉田：もちろん、こちらから働きかけなきゃそんなものはできません。そのね、高陵中学へ、行

った時の子供達と、 

 

木下：僕の子どもが行っとった中学校でＰＴＡの会長やってるときに、吉田さんがうちの学校来

て、６クラスだったかな、全部のクラスに３人ずつ配置してくれて、同時の授業をやってくれた

ときに、 

 

吉田：それで、あの、簡単に言うと、去年ね、人権年にちなんで文化会館が、『破戒』のモデルが

この地方なんです。 

 

宮﨑：『破戒』っていうのは島崎藤村の？ 

 

吉田：島崎藤村の。ああ、そういうのもだんだん死語ね、みんな知らないんだ。それを取り込む

ということで、文化会館の館長が、それもねやっぱり木下さんのように私達と共鳴しているもん

で、一緒に連動して何かやらないかと。もうやだなぁと思ってね、自分達でやってるだけでも忙

しいのに、そんなもんで、やだやだって言ってたんだけど、なんか新しいことができたらやるっ

て答えておったけど、まぁ熱心でね、図書館まで来るんですよ。そんなもんで、何かやらなきゃ

と思って、それじゃ、『破戒』の読書会なんかさんざんこの地方やるもんで、藤村この地方の人で

すから、それじゃ高校生とでもできたらやる、なんて言ってやたら答えちゃったの。それで、そ

うしたらあまりに熱心に詰め寄られるもんで、しょうがないな、やらなきゃということになって

しまって、高陵中学とか竜峡中学とかで知り合った子供達、あの中学生の読書会やってるでしょ、
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知り合った子供達に話をして、そしてそれを核にして、一応各高校回ったんです。そしたら、門

前払いですよ。丁重に校長が会ったりまでするところもあるけど、丁重に今時そんな子どもが読

書するとは思えませんって言うんで、ま、丁重に門前払い。そっちからはどうにもならない。だ

から努力はしたんですよ、一応高校全部まわって。ですけど。結局私達と中学のときにつながっ

て、やっぱりこういう子がおるんですよ、つながって。そういう子達に呼びかけて、基本的に 10

人くらい。だから各高校ですよ、飯田高校だけじゃなくて、各校の、農業高校から工業高校から。

で、だんだん卒業したり、今は６人くらいですけど、そういうことです。きっかけは、絶対子ど

もとか、学校からではありません。もうほんと、絶対っていうくらい。門前払いです。はい、以

上です。 

 

杉山：ありがとうございました。 

 

千田：私は学部の３年生の千田です。今日はすごいありがとうございました。今までゼミで、勉

強してきたのは、やっぱり紙で見る事例だったので、実際に活動されている方のお話を聞けてす

ごくおもしろかったです。来年で 50 周年？っていうお話だったんですけど、他の読書会がつぶ

れたり、読み聞かせの会にかわるっていうのは、それは、読み聞かせの会っていうのがそこまで

たぶん深まっていないというか、まだちょっと今こういう読書会で活動されているのよりは、た

ぶん、その人たちなりに苦労はあるかもしれないんですけど、どちらかっていうと緩めの活動に

なってると思うんですけど、ここの飯伊婦人文庫では、読書会がこれまで続いてきたっていう原

動力みたいなものは、やっぱりそういう一個一個の事例に出会ったときに受ける感動とか、そう

いうものなんですか。 

 

吉田：ねえ、ちょっと今それを調べてるんですけど。だけどねぇ、言えることは飯田地方はすご

い土壌があるということです。歴史の土壌が厚ければ厚いほど、その影響は大きい。それで、単

発、単純的に出ないの。何ていうんだろう、豊穣なかたちで、いろんな形で出るから。そうする

と、一箇所だけでね、いろんな形で出るから、何かが残るとか。残る、私達みたいのが残るでし

ょ、残った人がそういう歴史調べると、その豊穣な、豊穣っていってもたぶん今は死語だと思う

けど、学者は使うかもしれないけど。豊かってことですが、そういうものを、歴史があると学ん

でけるじゃない。全部学んで今やってますけど、この地方じゃなきゃできないよねってよく学者

の先生たち言われますね。地方じゃなくたって、いいもの、読書ってそういうものだからやれる

と思うけど、私達みたいな普通の人がこんなに生き生きとできるには、やっぱり歴史にすごい感

謝してるし、私達、だからそうなるまでやるっていうのもあるの、私達しかできない、こういう

のまとめないとまずいんじゃないって結構プレッシャーかけるんですよ、学者の先生方。社会教
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育っていうとだいたい公民館活動だから、結構この辺にかかってるわけよ。 

 

木下：簡単にはかえってこないの。 

 

吉田：そうすると PTA 会長来年なるのよって、高陵中にも僕の息子がおるんで来てもらいたいな

ぁと、というつながり。だからそういうのをさぼると、だめなんですね。なんで、そういうのが、

私は今委員長だからべらべらしゃべっとるけど、みんながみんなそうやって網のようにこう広が

っていくということですが、これが難しい。 

 

木下：100 年先を見て、今の自分を知るっていう。 

 

吉田：それをやってるんです、そうです。 

 

木下：100 年前から。今やってる 100 年後を見て社会教育のありかたを考えるということ。 

 

吉田：100 年前で感動して、今問題意識の原点そこじゃん。ほんとは人に言うときも、これ書く

時も、「あんた 100 年後に残るんだよ」とかさ、いろいろそういうこと言われるといわれないの

全然違うじゃん。それをあんまりね、気取って文章がうまいだけの人なんて、私達ずっと調べて

きてもそれじゃだめなの。中身が、中身っていうのか、自分の信条がどう伝わっているのかって

いうもので資料になってくるのやっぱり。だからあんまり苦しまないで、そのまま書いてくれり

ゃいいとかさ。自分が下手でも言えるもんで、それで何とかこれ保っているわけね。今たった 200

人なんですけど、たったって言っても、200 人保つのにえらい仕事ですよ。もう組織を全部ゼロ

と思っていい、婦人会の組織はゼロです。その中で 200 人を保っていくための一つの方法でもあ

るんです、この今の仕事。求心力になる、偉い人がおって、こう引っ張っていくことができない

から。そうするとこの仕事で求心力を持たせていかなければならない。それでみんなで働くんで

す。今の読書会の聞き書きでもね、結局もうやめていった人たちが、一人二人三人て十人くらい

かな、こうやって入ってくれて、やめとった読書会が再生したところがあるんです。なので、今

度の明日行くところもそうなるといいかなぁと思ってるんですけど。あの、藤村読書会の約 28

年、30 年続いたところが、再生して始めます。そういうところとか、全てそういうものにつなが

るから、これをやっとるんです。歴史研究者じゃないから、そういうためだけにやっとるんじゃ

なくて、婦人文庫の読書運動の活性化につながること以外はやりません。それだって、つながる

のが見え見えで、見えてきとるからやる、頑張ってやれる仕事です。 
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根深：教育学部３年の根深です。よろしくおねがいします。まず感想なんですが、皆さんのお話

を今日聞いていて、僕が言うのも何なんですけども、みなさんこう、話したい、聞いてもらいた

いっていうのがすごく伝わってきまして、そういう点だけで言うならば、これもまた聞き書きで

あると。またみなさんも９０歳の先輩方の聞き書きをしてこられたということで、聞き書きって

いうのはそうやってつながっていくものなのかな、というふうに、連鎖的につながっていくもの

なのかなっていうふうに、この時間聞いていて思いました。そうですね、えっと質問のほうをち

ょっと、広がるっていう点で後継者とかについて質問しようと思ったんですけども、先ほどの 100

年後を見据えた活動だっていうので、この点は今は心配することでもないのかなっていうふうに

自分なりには答えが。 

 

吉田：心配してますよー。 

 

根深：なんか 100 年後、ま、僕もいませんけど、まぁ、何とかなってるんじゃないかなぁって思

いました。今日はありがとうございました。 

 

吉田：おかげでね、他の団体と違って一人二人と、20 代もおるし、30 代、40 代、50 代もおると

思うけど、うわっとはもう無理ですよ。だからこういう仕事に感動してやっぱり一人二人です。

で、こういう場所がないから来るとやっぱり開放される。心が開放っていうのね。こんな場所は

ない、世の中にって言って来ます。 

 

玉手：教育学部３年生の玉手と申します。今日はありがとうございました。読書というものは自

分の中ではひとりでするもので、ひとりで教わって終わるものだと思っていたので、今日聞いて

いて読書をすることで、すごい学んでいるんだなぁと思ってすごい感動したんです。高校生と読

書会をなさったっていう話が出たんですけど、そこでゲーテのファウストを読んだっていうのを

聞いて、私も読んだことがないんですけど、私は何か雑誌とか漫画とか、そういう最近流行って

いるようなやつしか読んだことがないんですけど、高校生とそういうゲーテを読もうと思ったの

はどうしてですか。 

 

吉田：あのね、斉藤孝って先生今有名でテレビにも出てるけど、あの先生もほんとはコミュニケ

ーション学の人なんですが、明治大学で学生に会ったら本読んでもどうにもならない、研究もで

きない、そしたらなぜだろうって言って、それで自分が斉藤メソッドって言って本の読めるよう

な研究して、本を出し始めたような人なんです。それでその人が、すごい、そういう人いないか

ら、すごい先生の本で、「読書力」とかね、いろいろ参考にさせてもらってるんですが、その先生
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がもし自分だったら、今の国語だめじゃない？国語の教科書。こういうの出すって「理想の国語

の教科書」っていうのは年に一冊ずつ出している。それを教科書にしたんです。そうすると名文

といわれる大事なものがそこにいっぱい入ってる。とにかく子どもにはわかってもわからんでも

大事な世界、、日本から世界の名文をこの中に入れにゃあ、頭はそれでできるんだからという発想

で。だからゲーテのファウストも一回載っとるんです。そうすると、一回載っとるのをやるため

には私達は、ある程度ちょっと調べて、「この最初の導入は」とか言ってコピーしてきて読み合わ

せしようとか言ってやるわけ、すべてのものに。今度今は「旧約聖書」。こないだ一回だけ、あの、

一回で終われんの。二度で。「旧約聖書」すごいおもしろいです。大人だってな読んだことなくて、

あんなこわいものだと思ってませんでしたって私らの先輩が言うくらい、知らないんですよね。

だけど、「旧約聖書」知らなかったら、今の世界の四分の三の文化わかんないじゃん。だって、「旧

約聖書」でユダヤ教もイスラム教もキリスト教も、旧約聖書のもとですよ。あとそこからしてる

人たちで、今の戦争も起こっとるし、文化もあるわけじゃん。だからそういってのせるわけです

よ、斉藤先生。そうすると私達がそれを機会に前後左右全部コピーしてきて、一緒に読むわけね。

自分の勉強もあるからちょっと調べてね。そうしないと子供達って開かれない、その先生が載せ

たこんな文章だけだったら開かれないから、だからせっかくだもんで、自分達もその機会にって

いうことでコピー。必死ですよ、コピー料なんてすごいんですよ。そうすると結局、後にはみん

な本買います。いいものはね。私達も買いなおすし、そういうことです。で、何も「ファウスト」

読みたかったわけじゃないの、やだなぁーって、変なものやらなきゃならないって、私なんかリ

ーダーだから勉強せんならんに、もうやったことないものじゃん、えらいものに出会ったなぁっ

て。おかげでね、出会いました、子ども達とかに。そういうことです。たまたま仕方なく。だか

らみんなで読む意味ですね。もし私だけがすごい本好きな人ですけど、読んでたら全然違う、自

分の分野だけだったのが、広がるっていうことですね。自分じゃない分野も勉強でき、一緒に読

めるから、ものの見方も思考もそれから刺激もいただけたかな、そういうことです。「源氏」も今

度の聞き書きでとりあげるのは、大嫌いだから嫌だけど、やらなければならない。 

 

木下：プレイボーイの話だからなぁ。 

 

吉田：そうなの。でも嫌いな人はみんなねぇ、プレイボーイだから、源氏が、いやって。私もそ

んな女たらしの話をなんで勉強するんだって、そういう人おったよ。みんなおって、それでもみ

んなやりだしたらはまってくの。だって千年も日本の名作、世界の名作って言われるものに意味

があるんですよね。でも私好きになれないけど。好みがあってもいいんだけど、接することが大

事。そうすると全然知らないような、自分の国のね、だってみなさん、ヨーロッパ行ったら言わ

れますよ。源氏を。知らんまま恥ずかしくて行けない。今私の教え子がロンドン行ってまして、
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私に言われた通りだと、向こうの人たち威張るのに、こっちは日本のもの持っていって太刀打ち

して威張るしかないのに、知らないって言うんですよ。ほら、って言ってますけど。はい。話せ

ばいくらでも出てくる。 

 

榊：院生の榊といいます。よろしくおねがいします。「読書が人間を人間にする」と言うところに

一番感動しました。特に重要と思われたのは、読むこと・書くこと・話すことっていう一連の流

れが、自分の根幹になるのかなっていうふうに、感想を持ちました。女性の歴史は女性でしか書

けないっていうようなお話、そして書かなければ、書き残さなければ女性の歴史が残っていかな

いというような、ご指摘が重要だと思ったんですけれども、ご自身のお仕事をほかの方が聞き書

きされるようなご予定はありましたか？たとえば吉田さんのことをどなたかが聞き書きされるっ

ていうような、逆の立場っていうふうなことは。 

 

吉田：前ね、社会教育の学会の先生たち来たときに、今言ったように、そんなこと思っといて、

自分たちのこと、大学にいないから聞きたいって二度もね、ポイして、こっち側に取り込んじゃ

って。だけどもしよろしければぜひ、またみんな。 

 

武田：今、長野市の清泉女子短大に勤めているんですけれども。私は障害児の母親の調査、聞き

書きを中心にさせてもらった過去があるんですけれども、その人たちもやっぱり、通じるという

かな、本質的に同じだなぁと思う部分が一点あって、それは心の解放っていうのが一つだし、そ

れからあと、自分の人生を語ることが、結局、他者、あるいはもっと広がって、私なんかも通信

読ませてもらってるんですけど、なんか心が洗われるんですよね。四半期に一度来るんですけど、

そこでやっぱり共鳴するものがすごくあって、普遍性を放つんですよ。だからもう煮詰まってる

というか、今ものすごくね、何年たっても話し続ける。そうすると、すごく物事が捉えられるよ

うな、自分の子育てが、みんな語るのが自分のつらい子育てで、語るだけなんだけど、それが子

育てをしたこともない私にも響く何かをもっているんですね。そのへんていうのを、どういう風

に捉えたらいいのかなっていうふうに。普遍性がっていうこと、抽象的なことじゃなくて、実感

としてどういうふうに。どういうことなんですか？一致して物事を捉えられるようになるってい

う部分は、そうなんだと思うんだけど、なんかちょっと。 

 

吉田：一人ひとりはね、たぶんね、私達は法則的に普遍的なものを、捉えて、意味づけて、本に

したりしますよね。そして、思考を言葉にして伝えていくという仕事をしていますが、個々はみ

んな違います。誰かの言った何々で、自分がどう開かれたとか、ものすごく具体的です。そうで

す、人と人と。あの、例えば今の読書会でも、みんなが何人かで聞きに行きますよね。感動した
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場所が違う。だけど、私の立場だと、全体でこう、その読書会が他の読書会とどう違って、どこ

が特徴があるのかっていう、比較読書会学みたいな、そういう考察していかないと、本としてま

とまっていかない。だから、そういう仕事やっているもんで今こういうしゃべりかたになります

が、個として、私自身も学ぶところはまたある言葉なんです。で、みなさんも言っとること聞い

とるとそうです。ね、そういうことだよね。自分の開かれるところは違います。団体としてみつ

めてく面と、個として開かれるところと違うもんでみんなおもしろい。だってロボットがやっと

るんじゃないもんね。それでみんながすごい、生き生きと感動しながら、結構辛いことをやって

いける。体の欠陥持っとったり、介護しとったり、ここも 90 の介護しとったり、みんなね、そ

れぞれで、そういう人が中心だから、若い人も入っちゃくれとるけど、働いてるもんで。でも一

生懸命その人たちを吸収していこうと。やっとるんですが、どうしても中核は退職後、という形

になるでしょ。働いてた場合は。働かんでも、ある程度は夫も退職して、子どもも巣立ってって

いう人たちになるでしょ。すると今度は体の問題が出てくるの。なのでなかなかね、大変な中で

みんなが生き生きできるのはそういうことなの。 

 

武田：自分の人生を語りあってもそういうことになるんですか。本人中心に、本人の解釈という

か。 

 

吉田：ああ、あんまりね、人生全般になるとまずいんですよ。さっき言う、その、最初はそうな

のね。 

 

武田：語りたくなっちゃうということですか。 

 

吉田：そう、それで、例えば、今は違うけど最初の頃なんかは、私がいないと、あとほとんど普

通の婦人会の文化部で来た人たちのかたちの、パターンが一緒じゃない。普通の穏便な家庭で、

それで子どもがおって、そんなに苦しい生き方してきた人なんか、そんなとこ来ないの。幹部と

して。だから、パターン化しているんです。そういう人たちが、私がいるとちょっと違うもんで、

いろいろ今のようにしようとするんですけど、最初の頃の話だよ。そうすると、おばさんたちの

井戸端会議になる。そうやって生きてきた人たちは素敵なんだけど、穏便に生きてきているから、

ものが見えない。で、世間様になっちゃって、そうじゃない人たたいたり、いろいろあるんです。

それをだんだん、違うよ、違うよ、違うよっていうことを言ったってわからなかったのが、『つな

がり』で完璧にわかったんだよな。百人百通りなんだっていう、そのこと。それは他者を思いや

るというか、違うんだってわかったら、ぶつかってやればいいんだ。そこからしないと、違う人

が集まった活動ですから。そういうことです。だけど、ある種のところで共通見解にきとるで、
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本という真実とかそういうところでは、いつまでも隅っこで読んでる、という感じはありますね。

だけど、ちょっとやっぱり、人の非難とか、私達と共通見解じゃない人と非難し合って、苦しい

思いしてるから。他の考えを出してくって大変なことなんですよ。みんなで、「ねぇ！」とか「何

でだろう」とかいいながら、表には出さない、行く時はちゃんとして行くんですが、そういうよ

うなことはあるけれど。考えかたでやるのはちょっとまずいんです。結婚して普通の人、結婚し

たことない人、子供のいる人いない人、離婚した人しない人、職業だってありとあらゆる貧しさ

からいろいろ。だけど、婦人文庫に来ると、お金持ちでも何でも関係ない。ね。私の母も婦人会

長やった人ですけど、母が婦人会長やるその前の先輩くらいまでから、普通の人が婦人会長だっ

たの。その前って言うと、名家の人が婦人会長だったの。なので、うちの母の前が母の師範の先

輩がなったときには、ものすごい、何であんな、ひどい言い方だけど、忘れてしまったけど、一

介のサラリーマンの人がなんで婦人会長やるんだ、ってそういう時代はありましたよ。なんとな

く引きずってるところは十年くらい前まではありましたが、私達がこの仕事してからは、ありま

すけど、若い人入ってきてくれない。違う人入ってきてくれない。今はもう完璧に違います。し

なきゃ、いろんな人、若い人があの団体に行って、うちでは姑さんに苦労して、また婦人文庫で

お姑さんに苦労したくないわけ。今でもそういう人おるんだって、そんな若いのに。そういうと

ころ読書会でやればいいと思うんです。読書会っていうと、ある程度、それでも違うんですよ。

みんな違うし、こないだ行ったところでは、昔で言ったら小作から庄屋系の人から、先生の奥さ

んから、ありとあらゆる人が３０年続いてきて、すっごい親しい場所になってきてるんですよ。

だから、読書会で何十年たつとそういう場所になるかもしれない。全部超えて分かり合って、そ

れで、そこでは、みんな言うんだけど、楽しくてって。あそこは楽しくて楽しくてってこういう

ふうにみんなに言ってもらうと、言うんです。ですけど、あの山の中のあの村で、あの職業が違

って、たぶん、聞いててわかるんですよ、30 年でみんなこうやって語っているから。あんなに仲

良くなるものだろうかって。だからそれはわきまえてると思います。みんな言い出すと違うんじ

ゃない？もうおかしいんだよ、驚いちゃった。「せーの、は！」って言ってみんなで全員で読むん

ですよ。それをいつのまにかこんなにあるんですよ、まだ残ってるんですけど。もう 10 年かか

るとか言って、もうすっかり悲観してるので、何言ってるの、90 まで十何年もある、大丈夫？っ

て言ったら、それだけでもうみんな明くなっちゃって、それはいいんですけど。どれ言いたいん

じゃないけど。読書会もいわゆる、誰かがリードするんじゃなくて、「せーの」って言って「わー

っ」って読むんですよ。そんで読み終えたら、さあお茶飲もう。最初の頃はまだ感想言ったらし

いんですよ。今は「わーっ」って読んで、「はい、お茶」って言って。お茶なんですよ。お茶が楽

しくて。ほんであとは、旅行も行くんですけど。そういう、今の答えはそうなるかな。読書会で

すらでも、いろんな人がおるから、それでも何年も経つとそういう場所ができてくるということ

が今度の聞き書きでわかった。だから、何十年単位だな。何十年経たないとだめ。だからね、90
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になる先輩達みんなそうよ。お前さんたち若い、私達も若いけど、私達は 90 になるまでにもう

30 年くらいあるじゃない。だから、お前さんたち若いときからやっておかないとだめだよって。

急に寂しくなってやろうと思ったってできないと言いますし、90 になった違う先輩が、みんな死

んじゃっていないんですよ。「寂しいけど、いまさらできない」って。「何言ってるの、奥村さん、

これだけの人だったら集まるもの、私集めてやるもの」って言うくらい素敵な人なんだけど。そ

うね、若いときから何十年です。多いところは 50 年。ま、20 年になるとある種、発酵してきま

すが、だいたい 30 年いりますね。読書と同じだと思います。今村さんのような人はしきりに 30

年と言ったの。30 年たたんと読書は意味をなさない。発酵しない。っていうのは、何々って言っ

たことを覚えて使うとか、そういうことじゃないってことです。脳科学でやると、長期記憶とか、

短期記憶とかあるじゃない、あの長期記憶のところへどれだけぶちこむかってことなんです。そ

れが想像力っていうものがつくときの、今脳科学が発達してわかっているんですが、読書だけを

もにゃっとやっとった人には 30 年って言われましたよ。私だからね、名古屋から来て読書が好

きだから婦人文庫へ、まだ仕事が忙しい時期だけど、月一回だけ行って、今村さんの話聞いたと

きおかしい人だと思いましたよ。だって読書っていう問題を何も知らない、名古屋にないもん。

来てね、なんかもにゃもにゃ、接してるうちにわかるかもしれないけど、30 年経たないと効き目

がないなんて人、初めて聞いてみな。おかしな人だなと思いましたよ、最初。口癖だったの。ほ

んでそのうちに、今村兼義さん神様になっちゃって、普通の知らん人たちに神様って変でしょ？

私達の神様なんです。それくらいいろいろつまっとったんです、私達にとっては。だから、あ、

読書会も 30 年なんだなと思いました、このごろ。ね、20 年ちょっと若いね。聞いてきても発酵

力が、ね。 

 

久保田：だから、93 歳の伊藤さんがセカチュウ読もうって言っても興味示すんですね、読みまし

ょうって。 

 

吉田：93 歳の木曜読書会の人なんですけど、セカチュウ読み終えて、少年Ｈ読み終えて、今、藤

原正彦先生去年やったな、数学の。それで刺激受けて、先生のやって、それも輪読やっとるんで

すけど。もっと昔は難しいのやってたんだよな。だけど今は、若い人の読みたいって言って。そ

れもな、80 前後から、普通のインテリといわれる人たちに聞くと、もうそれくらいになると、新

しい本は読む１行から薄れていくって聞いていました。ところが、読書会の聞き書きやって、あ

あ、みんなでやればそれもできるんだって。楽しんで、セカチュウですよ。それで、行って一緒

にお茶飲んでる時なんか、生き生きと恋愛を語ったり。最初聞き書きいったときは、イラクがど

うのこうのっていう時だったから、こんなんなって怒ってるんですよ。私達のほうがなんかもう

あきらめちゃって、まずいんだけど、まあ、とか思ってるじゃん。もう生き生きと怒ってるんで
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すよ。アメリカのやることおかしいって言って。そして、鋭い。私達よりも勉強してて、鋭い。

それをお茶飲みながら、こうやって。それで、この間も行ったら、若い人たち来たわって。私達

若い人たちなんです。セカチュウのとき感動したなぁ？世界の中心で愛を叫ぶってね。 

 

久保田：そして世界情勢を語るのね、それ読んで。 

 

吉田：愛についても生き生きしてね。みなさんたちよりもまだ私達のほうが生き生きしてる、だ

から韓国ドラマしか見ない。だって、愛を健康的に描いてない、きりきりするじゃない？日本の

って。韓国ドラマって健康ですよ、愛について。男がいいしさ、とか言って。そういう感じの語

りをセカチュウでやるわけ。だから読むというより、そういう幸せを。90 いくつでそんな幸せが

あるなんて思わなかったじゃん。 

 

塩沢：そして、すごくおしゃれしてくるの。ね。おしゃれしてくるのが一つの出てくる楽しみね。 

 

吉田：ものすごいおしゃれでね、普通の私達がいうおしゃれじゃなくて。私たちなんかズックは

いてるの、転ぶと痛いと思うじゃない、私。それがこんなのはいてな、ほんでね、今度は違う人

でベレー帽かぶってね、93 歳の人をすごく憧れて、ブーツなんかびっくりする、こんなブーツで

すよ。私も持ってるけど、若いときの捨てがたくて。転んじゃうよ、飯田ではいたら。マスター

が言うには、一級の日本で通用するおしゃれ。素敵、奥村さん。 

 

塩沢：この前毛利さんだってな、きらきらきらきらしたもの着た人もおって、誰だかと思ったら、

90 何歳の方だったんだよね。 

 

吉田：ほんで髪の毛もな、染め方。ここに紫の一本入れる染め方あるじゃん。私なんて、もう切

って染めて、ズックはいて、こうやって。反省させられました。まだ色気持たなきゃならんなぁ

と思って。もう 30 年後あんなふうになれないわって感じで。そういうふうにさっき先生に言わ

れた答えも、いろいろいっぱい現れてくると思います。そういうのを実証できるのが、この地方

のここでしかない。そういうこと。だから急いでいるというか、私達が。だからやれたかな。だ

って、研究者だって、こうやったらこうなるっていう見本がおらんじゃん。それがおるっていう

ことだなぁ。人の実験なんてできんじゃんなぁ？まして、90 いくつの人おる？私感動しちゃって

ね。それが母達と同年代なんでね、みんな愛して見守ってくれて、苦しい時も支えてくれるんで

す。だからいろんな意味で。 
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武田：読書することも自分の支えになり、その仲間も支えに 

 

吉田：そうです。 

 

武田：その両方があったから、一人で読んでいたら。 

 

吉田：もう読めません、読めないっていうの知ってるんです。その例はいっぱい知ってて、80 前

後からかなぁ、新しいもの、昔から読んでるとか、ちゃんとわかってればいいんだけど、新しい

ものは１行読むと忘れていくなんていうのは、多くの人から私聞いていたんです。ほんなもんで、

読書会の聞き書きやりだして、そのフレッシュさ。 

 

塩沢：明確に覚えてるよね。聞く人たちみんな、きちんと。 

 

宮﨑：刺激が強いとね、覚えるんですよ。新しい世界と出会って、世界が開かれていって、その

刺激が強いとちゃんと覚えるんですよ。 

 

塩沢：覚えてるね、すんごい明確に覚えてる。 

 

宮﨑：では、木下さん、最後に。 

 

木下：僕、８月５日に箱根で社会教育についてしゃべります。そのときもしよろしければ。 

 

吉田：婦人文庫のは初めて聞いたよね？ 

 

木下：今のですか？今日のは初めてだな。婦人文庫の活動はちょこちょこっと、地域を作る話題

のときにも先生にご紹介して書いてもらったりして、すごいことがありそうだなってことは、ち

ょこちょこっと確かになってきたんだけど、僕は 1990 年くらいから公民館主事という立場で、

女性の生き方を考えるっていう講座をやったんですよ、８年続いたのかな。僕自身が、女性が勉

強する、学ぶということ自体が社会の中で決められないということを初めて知って、すごいカル

チャーショックで、今日の話も僕にとってはカルチャーショックなんだけど、もうちょっとで、

深みにはまりそうだなぁと。 

 

吉田：はまってください。行政の人がはまってくれんとなぁ、図書館から今だって追い出されそ
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うだもん。文庫室が何であるのかって。 

 

木下：僕ね、本はすごく好きで、ゲーテの『ファウスト』も確か読んでいるし、シェークスピア

もだいたい文庫本は読んでて、ちょっと自己満足なんだけど、やっぱり人と、本を通して人と出

会ってくことを感じました。 

 

以上 
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飯伊婦人文庫に関する聞き取り調査について 
 

宮 﨑 隆 志 
 

 2006 年の夏、学生たちとともに飯田市を訪れた。多くの社会教育研究者にとってそうであるよ

うに、私にとっても飯田・下伊那地域は「汲めども尽きせぬ泉」の一つである。2000 年に竜丘公

民館を訪れた頃の私は、社会教育について紋切り型の解釈しかできていなかった。公民館活動に

関わる方々にお話を伺いひとまずのとりまとめはしたものの、その後、徐々に「勘所を外してい

たのではないか」との思いが頭をよぎるようになった。例えば、「リーダーは行き着く先を見通し

つつも、学ぶ人の一歩先ではなく、半歩先に立たねばならない」という塩沢義男氏の言葉は、ゼ

ミや授業で発達の最近接領域論や対人援助におけるモデル論に触れる度に、何度も噛みしめた。

そして、そのような「境地」を生活の中に切り開いてきた飯田という地域に秘められた深甚の意

味に比すると、私は自らの到達点の未熟さを痛切に感じざるを得なかった。 

 社会教育を学び始めた学生に、私には未だ伝えられないけれども、伝えるべき何かがある。だ

としたら、学生たちが直接、飯田を訪れて教わるしかない。20 歳の彼らが何かを感じとってくれ

ることを願いながら、飯田に向かった。 

 学生たちとは、事前に鶴見和子の生活記録運動論を読んでいた。学生たちは自分と同世代ある

いは年下の紡績女子労働者が書いた生活記録と鶴見の分析を並行して読み進める中で、人は人と

の関わりの中で育っていくことや生活課題を共有する仲間の意義を確信しつつも、ゼミを通して

得られたそのような知見を、現代を生きる自分に即してどのように意味づければいいのか、多少

戸惑っているように見えた。それは 1960 年代以後の生活記録運動の「停滞」現象をどのように

評価すべきかという論点とも密接に関わっていた。 

 すなわち鶴見は、公害や戦争の記録のように、第三者が「ききとり書き」を行ったものも生活

記録であり、その意味では 1960 年代以後も生活記録は発展していると主張しているのだが、鶴

見のこの主張をめぐっては必ずしも共感的な理解にまでは至らなかった。やはり自分たちの世代

とは断絶があるのではないか、という疑念が払拭できなかったのではないかと思われる。 

 そういう状況で、学生たちは飯伊婦人文庫の読書活動と聞き書き活動に出会った。吉田さんた

ちの活動の広がりと深さは、この記録にある通りである。その活動はまぎれもなく地域に生きた

人々の生活を記録する学習運動であり、また仲間と読み、他者の話を聞くことが、書くことと同

様に、自らを問い返す学びになっていることを証明するものであったi。 

 実は私自身も、鶴見の論に対しては学生と似たような感想を持っていた。しかし、飯伊婦人文

庫の活動に接して、鶴見が見ていた世界が僅かだが見えた気がした。そして、またもや自らの視
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野の偏狭さを思い知らされた。 

 今回の飯田訪問では、幸いにも『母の歴史』の著者たちとお会いすることもできた。紙幅の都

合で、その記録は次号に掲載させて頂く予定であるが、この出会いについても、飯伊婦人文庫の

方々にご尽力を頂いた。そして、これらの出会いのすべてをコーディネートして下さったのが、

飯田市の木下巨一氏であった。竜丘公民館の皆様からも公民館再編の状況を詳細にお話し頂いた。

人形劇フェスティバルの初日という多忙な時期にも関わらず、学生のためにと協力して下さった

皆様に、心より御礼を申し上げる。 

 

                                                       
i 飯伊婦人文庫の総合的な分析には、既に山梨あや氏が着手されている。「1960 年代における読書運動」、日

本社会教育学会紀要第４９号、2006 年。また、「聞き書き」の記録と分析は『つながり−聞き書き・女性 70
人の読書と人生と−』、飯伊婦人文庫、2002 年にまとめられている。 
なお、このような学習実践の持つ意味を考える場合に、末本誠氏らが着目されている沖縄の字誌づくりの

分析は参考になる。小林文人・島袋正敏編『おきなわの社会教育』、エイデル研究所、2002 年など。 
 


